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２
０
２
３
年
９

最
終

 

 
天
下

日
本
共
産
党
県
会
議
員
団
を
代
表

提
案
さ
れ
て
い
る
３
１
件
の

議
第
１
１
２

１
１
９

１
３
４

１
３
７
号
の
４
件
に
反
対

討
論

 

 

１ 

最
初

水
道

民
営
化

に
関
連
す
る
議
案
の
反
対
理
由

を
述

 

 

全
国
初
の
本
格
的
な
水
道
民
営
化
の
初
年
度
の
決
算
書
に
は

運
営
権
者
の
収
入
や
支
出

は
記
載
さ
れ
て

議
会
の

機
能
が
全
体
に
及
ば
な
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
り

 

経
営
審
査
委
員
会
で
の
報
告

運
営
権
者
は
３
億
６
千
万
円
の
当
期
純
利
益

を
出

年
間
で
９
２
億
円
の
純
利
益
を
あ
げ
る
予
定

民
営
化
導
入
の

効
果
は
２
０
年
間
で
３
３
７
億
円
の
コ
ス
ト
削
減
が
で
き
る
と
の
説
明

初
年
度
の
コ
ス
ト

削
減
は
わ
ず
か
１
％
の
２
億
９
千
万
円

心
も
と
な
い
結
果

 

し
か
も
昨
年
１
２
月
と
今
年
４
月
に
２
度
の
水
質
汚
濁
事
故

繰
り
返
す
事
故

運
営
管
理
会
社
の
技
術
力
が
不
安
定

運
営
権
者
と
県
企
業
局
の
危
機
管
理
や
事

故
防
止
と
い
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

 

 

今
議
会

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
水
道
料
金
や
下
水
道
の
維
持
管
理
負
担
金
の
改
定
を
盛
り
込

ん
だ
条
例
も
提
出

料
金
改
定
に
向
け
て
県
議
会

重
要
な
資
料
で
あ
る
経
営
シ

が
今
年
７
月

出

料
金
改
定
の
根
拠
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
市
町

村
担
当
者
会
議
の
資
料
も
出
て
き
た
の
は
９
月
中
旬

広
く
県
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
県
議
会

で
検
討

議
決
す
る
に
は
情
報
公
開
が
不
十
分

 

 

コ
ス
ト
削
減
効
果

料
金
上
昇
の
抑
制

管
路
更
新
の

に
備
え
る
と
し
て
内

部
留
保
に
も
多
く
充

例
え
ば
仙
南
仙
塩
広
域
水
道

料
金
上
昇
抑
制
に
は
２
４
億

８
千
万
円
充
て
る
の
に
対

内
部
留
保
に
は
倍
以
上
の
５
９
億
２
千
万
円
を
見
込

物

価
高
で
暮
ら
し
が
た
い
へ
ん
な

や
市
町
村
の
た
め
に
料
金
抑
制

反
映
さ
せ
る
べ
き

 

 

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
５
年
間
で

運
営
権
者
は
９
０
億
円
の
コ
ス
ト
削
減

人
件
費
を

４
６
億
円
削
減
予
定
で

２
５
年
に
１
６

２
８
年
に
は
２
８

の
人
員

削
減
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
や
業
務
の
効
率
化
で
行

水
質
汚
濁
事
故
も
起
き

て
い
ま
す

人
件
費
の
削
減
は
安
全
安
心
な
水
の
供
給
と
い
う
水
道
事
業
の
目
標
と
相
い
れ
な
い
も

災
害
時
や
緊
急
事
態
に
も
対
応
で
き
る
の
か
心
配

 

 

３
３
７
億
円
の
コ
ス
ト
削
減

最
も
大
き
い
も
の
は
更
新
投
資

ボ
ロ
ボ
ロ

機
械
や
設
備
が
２
０
年
後
に
返

検
証
に
欠
か
せ
な
い
健
全
度
調

査
結
果
は
未
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
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民
営
化
し
た
流
域
下
水
道
４
事
業
に
関

当
初
の
実
施
契
約
書

物
価
変
動
に
応
じ
て

２
種
類
の
運
営
権
者
収
受
額
の
臨
時
改
定
の
規
定

発
動

加
え
て
今

議
会

２
億
８
百
万
円

と
し
て
運
営
権
者
に
支
払
う
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

そ
の
根
拠
と
な
る
実
施
契
約
書
の
条
項

今
年
６
月
２
０
日
に
変
更

コ

導
入
時
の
実
施
契
約
書
に
は
無

条
項

 

実
施
契
約
書
を

運
営
権
者
と
県
企
業
局
で
都
合
の
い
い
よ
う
に
変
え
て

議
会
の
関
与
な
し
に
変

更
し
て
い
た
こ
と
は
重
大
な
議
会
軽
視
で

県
民
へ
の
説
明
責
任
も
果

運
営

権
者
に
は
更
に

損

仕
組
み
が
つ
く
ら
れ

至
れ
り
尽
く
せ
り
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

 

 

以
上
の
理
由
に
よ
り

第
１
１
２
号

５

第
１
１
９
号

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

は
反
対

第
１
３
７

号
議
案

令
和
４

は
認
定

 

 

２ 

次

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定
で
き
な
い
理
由
を
述

 

 

第
一

コ
ロ
ナ
禍
と
相
次
ぐ

・

価
格
の
高
騰
が
県
民
生
活
を
脅
か
す

県
民
の
切
実
な
願
い
に
冷
た

 

〇
コ
ロ
ナ
禍
で
保
健
所
の
体
制
強
化
こ
そ
必
要
な
時

２
２
年
４
月
か
ら
栗
原
及
び
登
米
保
健
所
を

廃
止

大
崎
及
び
石
巻
保
健
所
の
支
所
に
し
た
こ
と
は
認

支
所
化
前
の
２
１
年

６
月
と
２
３
年
６
月
と
比

栗
原
支
所
が
８
名
の

が
４
名
の
減

最
大
の
問
題

県
内
の
保
健
所
全
体
の
人
員
が
ほ
と
ん
ど
増

保
健
所
の
抜

本
的
な
増
員
を
行
い

岩
沼
・
黒
川
も
含
め
て
支
所
を
保
健
所
に
戻
す

 

 

コ
ロ
ナ
対
策

国
の
交
付
金
の
範
囲
内
に
止

県
単
で
の
独
自
支
援
策
・

上
乗
せ
支
援
策
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
も
問
題

 

 

〇
少
人
数
学
級
へ
の
移
行

東
北
一
遅
れ
た
県

仙
台
市
と
他
の
市
町
村
と
の
格
差
も
生
ま

日
本
私
立
中
学
校
・
高
等
学
校
連
合
会
の
資
料

私
立
高
校
経
常
費
助
成
単

価

引
き
続
き
東
北
最
低
で
全
国
平
均
を
下
回

市
長
会
か
ら
県
に
対

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
１
８
歳
ま
で
へ
の
拡
充

学
校
給
食
無
償
化
に
向
け
た
市
町
村
へ
の
支
援
が

求

宮
城
県

国

一
顧

物
価
高
騰
の

て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
は
重
要

そ
し
て
宮
城
県

合
計
特
殊
出
生
率
全
国

ス
ト
２
位

２
２
年
度
の
県
民
意
識
調
査
で

の
第
一
位

子
ど
も
・
子
育

で
支
え
る
宮
城
の
子
ど
も
・
子
育

を
政
策
の
柱
と
し
た
村
井
県
政
の
本
気
度
が
問
わ

 

 

〇
宮
城
県

２
１

２
２
年
の
福
島
県
沖
地
震

県
独
自
の
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
制
度
で

被
災
者
を
支

７
月
の
大
雨
災
害
で
は
適
用

自
然
災
害
が
多
発
す
る

が
限
定
的

全
壊
や
半
壊
な
ど
同
等
の
災
害
に
は
同
等
の
支
援
が
行
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県
独
自
の
恒
久
的
な
公
的
支
援
制
度
を
確
立

県

自
助
を
支
援
す
る
と
し
て

水
災

補
償
付
き

を
行

金
が
な
け
れ
ば
保
険
に

入

公
的
支
援
・
公
助
こ
そ
行
政
の
役
割

 

 

〇
２
２
年
度
決
算
の
農
林
水
産
業
の
歳
出
額

一
般
会
計
の
歳
出
合
計

た
こ
と
は
驚

村
井
知
事

そ
の
比
率
は
減
少

県
の
統
計
資
料

農
家
戸
数
は
知
事
が
就
任
し
た
２
０
０
５
年
は
６
万
３
９
２
２
戸
で
し
た

２
０
年
に
は
３
万
５
戸
と
な
ん
と
半
分
以
下
の
４
７
％
ま
で
減
少

全
国
平
均
を
６

ポ
イ
ン
ト
下
回

深
刻
に
受
け
止

宮
城
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
を
軽
視
す
る
決
算
に
は
反
対

 

  

第
二

と
大
企
業
優
遇
の
政
治
を
進

 

〇
水
道
民
営
化
に
つ
い
て
は
最
初
に
述
べ

 

 

〇
広
域
防
災
拠
点
事
業

事
業
着
手
し
て
か
ら
累
計
の
決
算

で
１
７
８
億
３
千
万
円
の
巨
額

の
事
業
費
を
注

事
業
期
間
も
３

供
用
開
始
は
当
初
計
画
か
ら
１
２
年

遅
れ
の
２
０
３
２
年
の
予
定

年
経

事
業
終
了
が
見
通

共
事
業
再
評
価
に
か
け
ら
れ
事
業
の
妥
当
性
が
検
討

加

肝
心
の
全
体
事
業
費
が
い

今
議
会
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

3
2
4

億
円
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
は
確
実

こ
の
よ
う
な
状
態
が
こ
こ
２
年
以
上
も
続
い
て

こ
れ
ま
で

こ
れ
か
ら
掛
か
る
時
間
と
費
用
を
考

の

と

言
わ
ざ
る
を
得

反
対

 

 

〇
み
や
ぎ
企
業
立
地
奨
励
金

２
０
２
２
年
度
ま
で
に
２
２
４
社
に
約
２
７
４
億
円
交
付
し
て
い
ま

ト
ヨ
タ
及
び
ト
ヨ
タ
関
連
企
業
２
１
社
に
１
３
６
億
円
交
付
し
て

1

割
の
ト
ヨ

に
金
額
と
し
て
は
５
割
も
交
付
さ
れ

ト
ヨ
タ
は
２
２
年
度
決
算
で

過
去
最
高
の
売
上
高
を
計
上
し

２
３

に
は
四
半
期
で
日
本
初
の

1

兆
円
超
え
の
過

去
最
高
の
営
業
利
益
を
計
上

発
展
税
は
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
し
く
み
に

転
換

ト
ヨ
タ
を
重
点
的
に
支
援
す
る
使
い
方
は
賛
成

 

 

〇
宮
城
県
は
福
祉
系
１
８
シ
ス
テ
ム
を

と
紐

決
算
年
度
も

ド
の
普
及
促
進
を
図

と
こ
ろ
が
今
年
度
に
入

共
産
党
県
議
団
が
指
摘
し
て
き

た
個
人
情
報
の
漏
洩
が
全
国
で
次
々
に
発
覚
し

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
他
人
の
情
報
の
紐
づ

け

別
人
の
障
害
者
手
帳
の
登
録
な
ど
が
各
地
で
相
次
ぎ

が
行

 

 

一
方
決
算
年
度

法
改
定
に
基

宮
城
県

が
制
定

今
年
度
か
ら
匿
名
加
工
さ
れ
た
個
人
情
報
を
民
間
企
業
に
提
供

と
紐
づ
け
さ
れ
た
膨
大
な
個
人
情
報
を
含

 

 

そ
も
そ
も
個
人
情
報
の
利
活
用
を
求

の
制
度
化
を
繰
り
返
し
要
求

推
進
し
て
き
た
の
は
日
本
経
団
連
な
ど
財
界

ト
ラ
ブ
ル
だ
ら
け
の

の
普
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及
拡
大
は
賛
成

 

  

第
三
に

当
事
者
・
関
係
者
の
声
を
聴
か
ず
に
強
行
す
る
村
井
県
政
の
行
政
運
営
の
進
め
方

た
く

さ
ん
の

困
る

を
新
た
に
作
り
出

 

〇

の
集
約
に
伴
う

―

耐
用
期
限
を
過
ぎ
た
県
営
住
宅
は
建
て
替
え
ず
に

す
る
と
い
う
方
針

当
事
者
で
あ
る
県
営
住
宅
入
居
者
の
意
見
を
十
分
に
聞

説

明
会
も
開
か
ず

決
算
年
度
に
決
定

廃
止
対
象

団
地
で
の
説
明
会
を
非
公
開

で
行

大
き
な
批
判
を
浴

入
居
者
の
不
安
は
募

説
明
会

引
越
し
し

廃
止
方
針
を
決
め
る
前
に
住
民
の
意
見
を
聞

声
が
出

 

に
は

国
と
地
方
自
治
体
の
責
任
が
明
確
に
記
さ
れ
て

県
が
そ
の
責
任
か

ら
免

老
朽
化
し
た
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
を
早
急
に
つ
く
る

廃
止
方
針
に
反
対

 

 

〇
県
政
の
最
大
焦
点
で
あ
る
県
立
が
ん

と
仙
台
赤
十
字
病
院

統
合

県
立
精
神
医
療

と
東
北
労
災
病
院
の

を
進

知
事
が
目
標
と

し
た
決
算
年
度

に
至

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
主
体

協
議
確
認

が
取
り
交

 

こ
の
構
想
が
実
践

移
転
す
る
病
院
の
現
在
の
患
者
さ
ん
の
医
療
が
奪

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
を
拠
点
と
し
て
培

地
域
医
療
連
携
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み
も
壊
さ

何

患
者
さ
ん
や

当
事
者
・
関
係
者
の
理
解
・
合
意
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
構
想
を
前
に
進

め
る
こ
と
は

 

 

特

精
神
医
療

の
富
谷
市
移
転

当
事
者
や
家
族
会
の
意
見
も
聴
か
ず
に
協

議
確
認
書
を
取
り
交

私

私
た
ち
抜
き
に
決

掲
げ

た
障
害
者
権
利
条
約
に
違
反

 

 

の
利
益
の
た
め
と
言

今
の
患
者
さ
ん
か
ら
医
療
を
奪

５
０
年
後
の
た
め
と

語

患
者
さ
ん
は
納
得

困

に
手
を
差
し
伸
べ
る
は
ず
の

行
政

困
る

を
た
く
さ
ん
作

医
療
は
知
事
の
公
約
の
た
め
に
あ
る
の

患
者

の
意
見
を
尊
重
し

な
い
計
画
は

今
な
ら
引
き
返

勇
気

こ
で
立

ち
止

再
考
す
る
こ
と
を
求
め

 

日
本
共
産
党
県
議
団

４
病
院
再
編
・
移
転
構
想
に
反
対

撤
回
を
求

 

  
 

以
上
の
理
由
に
よ
り
第
１
３
４

令
和
４

は
認
定
で
き
な
い
こ
と

を
申
し
上

討
論

清
聴

 


